
外
一
族
日
々
に
殺
さ
る
れ
ど
も
、
毎
朝
最
期
の
永
訣
を
辿
る
計
也
。

忠
直
大
沼
の
後
は
.
常
に
二
尺
八
寸
の
大
刀
の
血
に
愈
み
れ
た
る

を
.
抜
身
忙
し
膝
下
K
掻
込
み
、
白
洲
K
は
大
火
を
掘
て
、
鰯
世
た

可
観
小
訟
怨
十
四

一
一
+
人
、
引
述
々
々
城
中

へ
来
ぬ
。
後
陀
は
忠
直
居
出
国
の
左
右
に
、

男
女
の
抑
制
め
た
る
も
の
二
三
十
人
づ
L

絶
ゆ
る
郡
志
し
。
民
家
商
屋

と
な
く
夜
中
は
守
り
を
第
一

・と
し‘

い
ね
宇
し
て
只
笠
迄
い
ね
ね
。

位
夜
相
反
し
、
必
を
も
つ
か
宇
泣
悲
し
む
。
父
母
子
女
と
も
に
、捕
は

れ
た
る
を
共
忌
日
と
し
弔
ひ
ぬ
。
仰
之
図
中
の
制
時
間
祐
一
敷
、
追
付
可

錫
滅
亡
と
風
説
し
け
る
民
、
多
門
手
合
よ
り
様
々
の
隠
し
目
付
を
出

し
置
き
、

二
回
訪
日
の
者
は
則
拾
に
し
披
中
へ
引
絞
く
に
付
、
道
路

闘
を
以
て
す
と
い
ふ
世
の
中
と
は
成
た
り
け
る
。
悪
行
日
医
長
じ
飢

心
と
相
見
え
け
れ
ど
も
、
家
老
以
下
の
士

E
も
申
合
、
公
儀
へ
訴
な

ど
は
不
存
寄
都
共
也
。
そ
の
心
得
は
酒
狂
陀
も
せ
よ
、
飢
心
陀
も
せ

よ
、
主
人
と
籾
般
人
を
言
上
陀
可
及
事
な
ら
・?
と
て
、
父
子
兄
弟
共

千
石
を
領
す
る
士
あ
り
c
此
も
の
お
紋
医
長
じ
、依
好
至
桜
の
上
手
陀

て
、
一
一
幽
へ
取
入
り
け
れ
ば
日
抽
出
頭
し
、
加
物
給
ひ
組

E
顎
け
ら
る
。

此
者
へ
命
じ
夜
々
郷
村
へ
足
紐
を
出
し
、
百
姓
の
家
内
へ
入
り
.老
若

男
女
の
織
な
く
、
見
合
次
第
捕
へ
て
、
口
に
は
猿
衡
を
か
け
五
十
人

戸、

銀
め
有
之
所
民
、
進
止
々
々
と
呈
日
づ
く
り
し
.
燭
ぷ
出
け
る
故
、
今
や

最
期
と
恩
ふ
所
、忠
直
撃
に
て
茂
左
衛
門
、共
鰯
た
る
奴
原
一
々
切
て

捨
て
、
刷
出
陀
見
せ
よ
と
あ
れ
ば
梁
に
相
巡
し
、
我
身
の
免
れ
ね
る
官
官

し
さ
に
‘
不
使
も
忘
れ
務
長
と
云
ま

-
A
K
.
た
す
き
取
岳
山
町
、
先
づ

を
ば
宿
所
へ
か
へ
し
、
城
の
玄
闘
迄
供
し
け
れ
ば
、
白
洲
陀
廻
り
候

却
怖
に
と
芭
陀
仰
け
る
ゆ
ゑ
.
繭
死
は
近
寄
た
る
と
焚
慨
し
、
路
地
よ

り
白
山
町
へ
入
け
る
。
折
柄
月
夜
に
て
本
過
な
る
が
、
老
若
男
女
は
い

ざ
不
知
、
捌
め
置
る
ι
込
者
左
右
民
三
十
人
許
有
之
候
。
北
ハ
外
死
骸
は

如
山
、共
血
脱
き
事
兆
一
数
。

n正
は
如
何
成
所
へ
来
り
け
る
よ
と
、
心
を

雨
後
K
足
駄
か
け
、
只
一
侠
召
供
し
、
傍
恕
の
方
へ
附
し
に
行
け
る

陀
.
忠
直
抑
制
K
乗
り
薙
刀
を
持
た
せ
、
彼
多
門

一
人
召
連
れ
痢
廻
り

の
折
節
陀
出
合
た
り
。

則
足
駄
ぬ
き
捻
て
拝
伏
す
。
忠
匹
見
之
、政
左

術
門
と
言
濃
か
h

り
、
供
じ
て
会
候
へ

と
有
。
目
く
ば
せ
し
て
一
侯

る
男
女
を
穴
の
際
K
世
首
を
釧
ぬ
。
又
は
大
な
る
平
石
を
す
ゑ
‘
帥開

槌
陀
て
首
を
砕
き
、
或
は
字
続
の
肢
を
刷
出
吉
、
盲
目
を
捕
へ
て
は
雨

耳
を
聡
砲
に
て
指
貨
き
・
庭
前
に
擬
獄
門
か
け
並
べ
、
さ
な
が
ら
岡
崎

所
陀
異
な
ら
や
，
。
或
時
附
制
球
左
衛
門

巨百

と
て
・

大
坂
陣
の
時
忠
直

の
供
し
・
披
中
へ
酌
け
入
し
十
七
騎
の
共
内
な
り
。
此
者
或
タ
本

不E侠胸器聞の? ては@ Ea伝ぽ?め併移設剥栓小pら巾ふ寸小鎗白山伺4て琉〈しにおへにもらJしK b を' ， E 。= 
御主寄せ員主大入の仕合様飾盛人y左前k 朔生τ 議喝'鉱段の者字るsk る院k し2日JJ々りt 色t 予z s t 隆泊

空主或時女主a喜t眼路国a 歓引笠I S量舷E寺t 棋t H 

司?，r h 

i 事調普品五乱

金共女以訴蹄E 大長をてに忠τ び是告議; 袖霊位品苦笑る院ての蕗しし

援品原置器似離左のj能自笠臨致てせR滋れ比奥の弘話k たる4宅，めすばaて園前巴しk t E e 足b E 

た京都a3首意2at 危へHて不ZE るHE 支の灸鮭胞瓜z 品しをイ@ ゑ朗以てA もL 目にすをa2k E 1 K 廃. -E T i b r 

旬金調費警共笥て内= 闘のね求れ似を手宮Aどせ司韮都4川も= 君kbらるa に々人人る計-弘L 守ま主1 p 

此の1A 治2主是拐此輸あるまひ白犯以左よをZ興苦理不宣もりq討ね闘更肉0症怠ち制k主しじ。も〈酋、皇F a 0 5 E 宮見鎗事鎗てへ官。てなが容翻裳周知あ貯気姓れ。ら忠奇心業成蓄の小心遺由ば忽りtK E ε 〈' もし. b 〉

2俄楓風吹来天主の蜜統給K 長入よ村段荷殺後E E 篠繕百すにはA てτ すと‘ 事

放路品不悪或夏本丸皇; 都天主然昼夜喜不破EB銀t すば詑E E 
話て後伯郡器主石人K K す七高創劉E 宰宍型せれ最早詰を憐ぴむAけばしてめしし事K 

忠妻鹿倉E何の子元華夏大詰事軍五せせ治れの謹去月K のすそ危E 命=をらると闘シ， 
語E 拍車i 降車喜

時車家臣目洲首釧入

五島務摩j品いE即州賞父限美根守重守のT て畑町行命死賞E 2宅はk闘舗制人め2 中Jとt閣と5 A 主t K E 

‘z 主要無華すa甚需最度忠E 感で女王曹志右E 3与ι 乞E 3 

可
捌
小
読
経
十
四

八
O 




